
令
和
８８
年
度 

施
政
方
針

令和８８年度 最重点事業

ずっとずっとここここにに暮暮らしたいらしたい！！みんなみんなでで創創ろうろう

笑顔笑顔つなぐ・つながるつなぐ・つながる湖南湖南
私は、令和８年度予算に「松浦カラー」（私らしさ）を込め、市民
お一人おひとりの暮らしを大切にする「未来への予算」
として編成しました。

令和７年度は、私にとっては重要な「決断」の年でした。庁舎
整備については、「新たな庁舎を建設する」こと、また「新庁舎の 
位置を現庁舎の南側にする」という大きな決断をいたしました。

令和８年度は市民の皆さまとともに「進もう」という 
姿勢で、選択と集中による施策推進や歳入確保、行財政改革の徹底
による安定的な財政運営に取り組みます。また「庁舎周辺整備事業」
を最重点に位置づけ、第三期湖南市総合戦略で掲げる「４つのプラン 
と７つの政策パッケージ」を柱として施策を展開します。これにより、
市のまちづくりの方向性である「３つのビジョンと12のゴール」の
達成につなげ、「市民笑顔率世界一！」をめざします。

これまで、タウンミーティングやワークショップ、アンケート
などさまざまな場面で頂戴したお声をしっかりと実のあるもの
にできるよう、職員の３Ｋ「機動力・根拠・心」を高め、「市長特命 
プロジェクト」などの部局連携により課題解決に当たりますので、 
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
※施政方針の全文は市ホームページをご覧ください。

令和8年3月の施政方針の概要をお知らせします。

「３つのビジョンと12のゴール」の達成につなぐ

庁舎周辺整備事業 ― 防災拠点と「憩い文化ゾーン」の整備に向けて

国・県への働きかけ

実施設計を早期完成させ、着実な整備で市民の安全と交流を支えます。

※令和8年度当初予算の概要は、�
　広報こなん5月号に掲載予定です。

令和８年度は、庁舎周辺整備を最重点事業として推進します。東庁舎南側駐車場への新庁舎建設案を選定し、 
令和７年度から本格化した新築計画について、今年度は実施設計の早期完成と建設工事費予算の議会提案をめざします。

現東庁舎は解体後、災害時の一時避難場所や救援物資集積拠点などとして活用します。あわせて森北公園・甲西 
文化ホール・甲西図書館を一体的に整備する「憩い文化ゾーン」をめざし、市民の皆さんの声を踏まえた庁舎周辺整備
グランドデザインを策定します。

甲西文化ホールは老朽箇所の改修や機能改善を行い、質の高い舞台芸術の場として長寿命化を図ります。
図書館については「湖南市図書館基本計画」を策定し、多様なニーズに応えるサービスのあり方や施設の方向性

について検討します。
西庁舎周辺整備についても、すでに実施しています地域の皆さんとのワークショップなどを踏まえ「次世代に

求められるもの」、「次世代につないでいくもの」がどういう形であるのかじっくりと協議を重ね、丁寧に検討を 
進めていきます。

地方交付税や補助金の戦略的要望を継続し、特に普通交付税では補えない施策を推進する
ため、特別交付税や各種補助金の確保に注力します。

国道1号4車線化については、引き続き国・県と連携して早期実現に向け粘り強く働きかけて
いきます。

▲ 施政方針 市ホームページ

湖南市長
松浦 加代子▲ 新庁舎イメージパース

▲ 森北公園イメージ図 ▲ 甲西文化ホール改修後イメージパース
※イメージ図・パースは現時点のものであり、今後変更となる場合があります。

心でつながる  ずっとここで
暮らしたいまち  湖南市

1 �子育てを楽しめるまち
2 �発達支援システムが充実しているまち
3 �市教育方針を教育にかかわる者が

ともに練り上げているまち
4 �高 齢 者 を 支 え る 輪 が 広 が っ て 

いるまち

1 持続可能な稼げるまち
湖南市

5 �３つも駅があるまち 観光のまち 
交流のまち

6 �企業が進出したくなるまち
7 �SDGs未来都市に選定されたまち
8 �公共交通・都市計画・インフラ整備

に20年後の視野を持つまち

2 市民とつくるまち　湖南市

9 �多様な人 だれもが参画できるまち
� �東庁舎・西庁舎周辺整備事業を 

市民とともに進めるまち
� �防災減災を市民とともに進める 

災害に強いまち
� �市役所職員が３K（機動力・根拠・

心）でもって働くまち

3

◦令和令和88年度 年度 当初予算額（一般会計）　当初予算額（一般会計）　263億円億円
（令和7年度 当初予算額（一般会計）269億円）
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1.働く場の創出プラン3.こどもまんなかプラン4.まちづくりプラン 2.ひとの流れの創出プラン
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❶産業力の強化
❷多様な雇用・働き方の実現❺こどもの幸せ、将来の希望の実現❻だれもが活躍できる持続可能なまちづくり

❼安心して暮らせる基盤づくり
❸ふるさとづくりの促進
❹観光と交流による活性化

企業誘致と産業観光で
地域の雇用と魅力を向上

持続可能な稼げるまち湖南市へ

子育て支援と教育環境を一層充実させ、
安心して子どもを育てられる湖南市へ

SDGs・脱炭素・防災・健康づくりを軸に、
持続可能で安心して暮らせる湖南市へ

地域と連携した
「湖南市版小規模多機能自治」で、
住民主体のまちづくりと交流の活性化

脱炭素化に向けた取組

20年先を見据えたインフラ・まちづくり

防災

高齢者支援

住民手続きの整備とDX化の推進

食と運動で暮らしの質を向上

湖南市版小規模多機能自治基本構想

市民活動の活性化と企業マッチング

文化財保護対策

世代を超えた参画と地域のにぎわい創出

地方創生SDGs未来都市推進事業
　「SDGs未来都市」として誰もが参画できる�
持続可能なまちづくりを進めます。
◦�関係人口の増加	 ◦�林福連携事業
◦�地域資源の活用
◦�学校でのSDGs教育
◦�企業間連携を通じた協働の促進

◦�「こなんウルトラパワー株式会社」を核と
した太陽光・省エネ設備の導入

◦�地域交通のグランドデザイン策定
◦�産官共創プラットフォームの構築
◦�上街道公園の再整備

◦�庁舎周辺整備	 ◦�橋梁の長寿命化対策
◦�一級河川整備促進の要望
◦�本市管理普通河川の浚渫（しゅんせつ）※�
※川にたまった土砂を取り除くこと
◦�地震に備えた上下水道の整備
◦�ふるさと防災チームの充実
◦�地区防災計画の策定支援

◦�在宅医療・介護連携
◦�認知症対策、介護予防事業の推進

◦�証明書発行機を設置・操作支援
◦�「書かない窓口」導入
◦�窓口手数料のキャッシュレス�
決済サービス

◦�健康づくり習慣化モデル事業
◦�「食の地域活性化起業人事業」

令和５年3月に策定した「湖南市版小規模
多機能自治基本構想」を基軸に、市内を4つの�
中学校区ごとの生活圏域として捉える独自の
取組を推進します。その中で、行政と住民が�
役割を分担し、地域まちづくり協議会やNPO、
事業者と連携して医療・福祉・子育てなどの
サービスを地域で支える体制を強化します。

企業が進出したくなるまち

「ものづくりのまち」としての魅力発信

◦��企業立地促進奨励事業を継続
　�市内に工場などを新設・増設・建替えを�
される事業者・女性が働きやすい施設を�
整備する事業者への支援
→ 産業振興と雇用拡大・少子化対策 

◦��大人の社会見学（産業ツーリズム）の推進
　�市内企業の工場見学×地域の歴史文化�
資源（平松のウツクシマツ自生地、湖南三山
など）を組み合わせ

◦�オープンファクトリーの開催

◦�持続可能な農業経営の推進・農業者支援

◦�下田まちづくりセンター新築工事の実施
設計着手

◦�地方創生人財活躍事業・こなんSDGsカ
レッジによる人財育成
◦�人財登録制度でスキルを把握
→市民と団体、企業などの連携強化

◦�湖南市文化財保存活用地域計画の策定

◦石部駅南側広場の整備・観光PR
◦�「滋賀デスティネーションキャンペーン」
　�JRグループと自治体が連携し、滋賀の魅力�
を全国に発信する大型観光キャンペーン�
が令和9年秋に県内で開催予定です。�
市では開催に向けて「商談会での観光PRブース�
の設置」、「パンフレット作成」、「JR草津線�
利 用 促 進 」な ど に�
取り組みます。

出産・子育ての負担軽減

保育現場の負担軽減と質向上

湖南市立下田こども園の改築

「全天候型遊び場施設整備事業」の実施に向けた検討

交通安全プログラムに基づく通学路整備事業の推進

　「子育てを楽しめるまち」を目標に出産・子育ての経済
的負担を軽減します。
◦�妊婦健康診査や医学的検査助成の充実など
◦�高校生世代までの医療費無償化を継続
◦�育児用品購入支援「こなんママパパ子育て応援�
クーポン券」継続

◦�市内公立保育所・こども園4か所へ保育業務支援�
システムを導入
→ 業務の効率化 
→ アプリを活用し、保護者との連絡の円滑化

　令和８年度末には
新園舎の供用開始、
令和９年度６月末ま
でに園庭・駐車場の
整備を行い、工事完
了をめざします。

　しごと・ひとの好循環好循環を支える
まちの活性化
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		  　　▲ 下田こども園の改築後イメージパース
※�イメージパースは現時点のものであり、今後変更になる場合があります。

▲ 三雲まちづくり協議会「カフェいっぷく」の様子

▲ �工場見学（株式会社ロマンライフ　マールブランシュ
　 湖南スタジオ）の様子

教育環境の充実と不登校支援
◦�甲西中学校夜間学級の継続
→� 誰一人取り残さず「楽しくて力のつく湖南市教育」

の実現へ 
◦�市内全校へ電子黒板機能付き�
大型提示装置を配置
◦�「つながる教室（スペシャル�
サポートルーム・SSR）」の活用促進
◦�中学校へのSSRサポーター配置
→ 学びと心の安全の充実  ▲  電子黒板機能付き大型提示装置
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